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 エクソソームは、あらゆる細胞から分泌され、体中を循環している直径 30-100 nm 程度のサイ

ズを有する細胞外小胞である。エクソソームは、内部に宿主細胞由来のタンパク質、microRNA、

mRNA などが含まれており 1)、細胞間コミュニケーションやがん増殖・転移のための微小環境形

成に関連することが報告されている 2)。しかし、その生体内動態については未だ不明な点も多く、

迅速・簡便に特定のエクソソームを選択的に捕捉・検出するセンサーが強く要望されている。 

我々は、人工分子認識材料である分子インプリントポリマー（MIPs）に関する一連の研究を行

い、認識空間内に後天的修飾を施すポストインプリンティング修飾（PIM）を開発した 3) 4)。PIM

により、分子認識と同時にその認識情報を蛍光変化としてアウトプットできる機能性材料が得ら

れ、すでにエクソソームを鋳型にした分子インプリンティングに成功している。5)。 

本研究では、エクソソームと同等のサイズを有する鋳型シリカ粒子を用いて構築した分子認識

空間内にエクソソーム膜タンパク質を認識する抗体を配置させ、PIM による認識空間特異的蛍光

修飾により、癌細胞由来のインタクトエクソソームを超遠心などの前処理なしで検出可能な蛍光

センシング材料の創製を目指した。乳がん患者の体液試料を用いて、乳がん由来エクソソームが

乳がん検知のバイオマーカーとして機能することが分かったので報告する。 

＜結果・考察＞ 

エクソソーム認識空間内への蛍光導入を確認後、蛍光顕微鏡を用いてエクソソームの吸着実験

を行ったところ、エクソソームの吸着に由来すると思われる有意な蛍光消光が見られた。さらに、

認識空間内に導入する抗体の種類を変化させることで、体液試料中の癌細胞由来エクソソームの

特異的な検出に成功した。実際に、術前と術後の乳がん患者から採取した体液狩猟中のエクソソ

ームを比較したところ、明らかな差が見られ、エクソソ-ムをバイオマーカーとしたがん検知の可

能性が示された。 
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